
淡路島わかめブルーカーボン地域創生プロジェクト

淡路島

実施場所

津名漁業協同組合佐野支所

プロジェクト概要

➢ 淡路島の海は栄養豊富で穏やかな環境にあり、「淡路島産わかめ」は、

ほどよい厚みと柔らかな食感、鮮やかな緑色が特徴です。

➢ しかし近年、漁業者の高齢化や担い手不足により養殖の継続が難しくなっており、

地域漁業の衰退が懸念されています。この状況を受け、津名漁協佐野支所・

稲畑ファインテック・柴宇淡路食彩の3者が連携し、漁業者の安定収入確保と

新たな水産資源の開発を目的に本プロジェクトを立ち上げました。

➢ 生産・加工・研究を分担する「三位一体トライアングル」体制を構築し、

気候変動や燃油高騰などの課題に対応しながら、持続可能なわかめ養殖の実現を

目指しています。

➢ さらに、2017年に廃校となった小学校を活用し、地域住民や観光客が淡路の海に

ついて学べる展示室を2025年1月に開設。環境保全の啓発とSDGs推進にも貢献し

ています。

海について学べる展示室
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